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本
年
５
月
末
、
秋
田
県
男
鹿
市
を
会
場
に
、
「
災
害
救
援

ひ
の
き
し
ん
隊
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
」
が
開
催
さ

れ
た
。
岩
手
教
区
隊
は
18
名
が
参
加
し
て
、
有
事
に
備
え
教

区
間
の
連
携
と
訓
練
に
励
ん
だ
。

　

来
る
立
教
184
年
、
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
は
結
成
50
周

年
を
迎
え
る
。
そ
の
記
念
大
会
の
概
要
は
、
東
礼
拝
場
で
お

礼
の
お
つ
と
め
を
勤
め
た
後
、
移
動
し
て
記
念
式
典
を
行
う

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

思
い
返
せ
ば
、
結
成
30
周
年
記
念
大
会
の
時
は
、
広
大
な

白
川
地
区
の
一
角
に
、
全
国
の
教
区
隊
か
ら
お
供
え
さ
れ
た

苗
木
を
植
樹
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
10
年
後
の
結
成
40
周
年

を
迎
え
る
直
前
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
記
念
大
会
は

中
止
と
な
り
、
即
時
出
動
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
9.0
の
大
地
震
に
よ
り
大
津
波
が
発
生
し
、
死
者
・

行
方
不
明
者
は
１
万
８
千
人
余
、
避
難
者
は
40
万
人
以
上
と

い
う
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
岩
手
教
区
隊
の
故
大
谷
將
司
前
隊
長
は
、
自
教
会

の
被
害
が
軽
微
だ
っ
た
た
め
、
直
ち
に
隊
長
と
し
て
の
任
務

に
当
た
っ
た
。
前
年
、
教
区
訓
練
の
会
場
に
な
っ
た
こ
と
で

信
頼
関
係
に
あ
っ
た
釜
石
市
と
早
速
連
携
を
取
り
、
同
市
で

の
救
援
活
動
を
段
取
り
よ
く
組
み
立
て
た
こ
と
で
、
そ
れ
以

１
日　

少
年
会
例
会
（
12
時
）

２
日　

主
事
会
（
９
時
）

　
　
　

役
員
会
議
（
10
時
）

４
日　

学
生
担
当
委
員
会
例
会
（
19
時
）

６
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

12
日　

青
年
会
例
会
（
18
時
）

13
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
半
）

15
日　

災
救
隊
剪
定
ひ
の
き
し
ん
（
〜
16
日
）

16
日　

岩
手
教
区
小
史
編
集
委
員
会
（
10
時
）

30
日　

教
会
長
夫
妻
研
修
会
（
10
時
）

　

人
は
大
切
な
も
の
を
失
っ
て
は
じ
め
て
そ
の

尊
さ
、
有
難
さ
に
気
づ
く
事
が
多
い
。　
　
　

　　

双ふ

た

ご

生
児
で
タ
レ
ン
ト
の
「
お
す
ぎ
と
ピ
ー

コ
」
を
ご
存
知
と
思
う
。
以
前
、
服
飾
評
論
家

で
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
と
し
て
も
テ
レ
ビ
や
講
演
、

執
筆
に
と
活
躍
し
て
い
た
兄
の
ピ
ー
コ
さ
ん
は
、

平
成
元
年
頃
、
左
眼
に
マ
リ
グ
ラ
ン
ト
・
メ
ロ

ノ
オ
マ
と
い
う
30
万
人
に
１
人
の
癌
、
脳
や
全

身
に
転
移
し
や
す
い
悪
性
腫
瘍
を
発
症
。
迷
っ

た
あ
げ
く
、
命
と
引
き
換
え
に
左
眼
を
摘
出
す

る
決
断
を
す
る
。
術
後
、
医
師
か
ら
、
「
５
年

間
は
神
様
が
く
れ
た
猶ゆ

う

よ予
期
間
だ
よ
」
と
言
わ

れ
、
ピ
ー
コ
さ
ん
は
初
め
て
自
分
の
命
の
限
界

を
自
覚
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
与
え
ら
れ

た
命
を
ど
う
生
き
よ
う
か
と
考
え
た
。
そ
れ
は

ま
た
、
今
ま
で
の
自
分
の
生
き
方
を
振
り
返

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の

ピ
ー
コ
さ
ん
は
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
事
、

楽
し
い
事
、
自
分
本
位
の
事
し
か
考
え
な
い
で

生
き
て
来
た
の
に
、
家
族
や
知
友
の
多
く
が
ど

れ
ほ
ど
自
分
の
事
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
か

を
知
り
、
自
分
ひ
と
り
の
満
足
の
た
め
に
の
み

生
き
て
来
た
我
が
愚お

ろ

か
さ
に
気
づ
い
た
時
、
自

分
の
中
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
。
例

え
ば
、
こ
れ
ま
で
買
い
集
め
た
高
価
な
装
飾
品

な
ど
惜
し
げ
も
な
く
他
人
に
与
え
、
ど
ん
な
ダ

イ
ヤ
よ
り
道み

ち
ば
た端

に
咲
く
草
花
が
美
し
く
感
じ
ら

れ
る
な
ど
、
物
欲
は
無
く
な
り
、
他
人
を
思
い

や
る
心
が
深
く
な
っ
た
と
言
う
。
ピ
ー
コ
さ
ん

は
左
眼
を
失
っ
た
が
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た

大
切
な
こ
と
が
見
え
て
来
た
。

　

｢
神
様
は
私
に
死
ぬ
時
を
教
え
て
く
れ
な
い
。

だ
っ
た
ら
今
日
一
日
を
精
一
杯
生
き
る
こ
と
し

か
な
い
。｣
明
日
に
向
け
て
精
一
杯
生
き
る
今
、

そ
の
精
一
杯
は
自
分
の
為
で
な
く
、
人
の
た
め

に
命
を
使
お
う
と
決
意
し
て
か
ら
、
余
命
５
年

が
既
に
31
年
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
人

を
救た

す

け
た
い
心
は
自
ら
が
救
か
る
心
で
も
あ
る
。

　

斯
か
る
陽
気
ぐ
ら
し
の
奥
義
が
伝
え
ら
れ
た

の
は
、
天
保
９
年
10
月
26
日
、
本
教
が
始
め
ら

れ
た
元
一
日
で
あ
る
。

「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」
開
催
予
定
（
10
月
分
）

奥
州
13
日(

日)

紋
膽
分
９
時
半
〔
講
師 

高
橋
邦
和
〕

降
の
復
興
支
援
活
動
を
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

あ
れ
か
ら
８
年
半
が
経
つ
。
復
興
は
未
だ
道
半
ば
の
感
も

あ
る
が
、
明
る
い
話
題
も
見
え
て
き
た
。
被
災
教
会
の
氣
仙

分
教
会
が
昨
年
神
殿
を
竣
工
し
た
。
目
下
、
東
山
田
分
教
会

が
神
殿
ふ
し
ん
を
進
め
て
い
て
、
来
春
竣
工
の
予
定
で
あ
る
。

　

近
年
、
想
定
外
と
言
わ
れ
る
自
然
災
害
が
至
る
所
で
発
生

し
て
い
る
。
今
年
８
月
に
九
州
北
部
豪
雨
が
、
翌
９
月
に
は

台
風
15
号
に
よ
る
千
葉
県
の
被
害
が
記
憶
に
新
し
い
。
私
達

が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
が
、
何
時
何
処
で
発

生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
度
毎
に
規
模

や
内
容
こ
そ
違
え
ど
、
各
地
の
災
救
隊
員
が
救
援
活
動
に
奔

走
し
て
い
る
。

　

真
柱
様
は
、
大
き
な
災
害
が
起
こ
ら
な
い
御
守
護
を
頂
け

る
よ
う
、
日
々
の
ひ
の
き
し
ん
の
心
掛
け
が
大
切
で
あ
る
と

お
示
し
下
さ
っ
て
い
る
。
災
救
隊
の
活
動
は
、
正
に
教
え
に

基
い
た
ひ
の
き
し
ん
の
実
践
で
も
あ
る
。

　

私
事
で
あ
る
が
、
一
昨
年
か
ら
再
三
身
上
の
お
手
入
れ
を

頂
い
た
こ
と
で
、
以
前
の
よ
う
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
難

し
く
な
っ
た
が
、
御
用
に
お
使
い
頂
け
る
喜
び
を
胸
に
、
こ

れ
か
ら
も
災
害
の
な
い
世
界
を
日
々
祈
り
、
報
恩
感
謝
の
心

で
救
援
活
動
に
つ
と
め
て
参
り
た
い
。

信
仰
随
想

ほ 

う
　
　   

ら 

く

法
　
楽

　
　

中

田

俊

次

前
岩
手
教
区
長

「
失
っ
て
分
る
大
切
な
こ
と
」

【
10
月
分
】

行 

事 

予 

定

「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」
開
催
報
告
（
９
月
分
）

三
陸
14
日(

土)

吉
里
吉
里
分
34
名
〔
講
師 

﨑
山
道
範
〕

東
磐
15
日(

日)

猿

澤

分

16
名
〔
講
師 

櫃
割
由
美
子
〕

盛
岡
16
日(

月)

教
務
支
庁
21
名
〔
講
師 

﨑
山
道
範
〕

教
え
に
基
い
た
ひ
の
き
し
ん
の
実
践
を

佐　

藤　

一　

三

主 

事
・
災
救
隊
隊
長 鈴　

木　

豊　

〔
90
歳
〕

　

一
関
支
部
・
長
坂
分
教
会
５
代
会
長

　

令
和
元
年
９
月
28
日
出
直
さ
れ
た
。

訃　
　

報
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写
真
な
ど
細
か
な
準
備
と
実
務
も
多
々
あ
り
ま

し
た
が
、
諸
先
生
方
の
ご
協
力
の
も
と
、
大
変

ス
ム
ー
ズ
に
事
が
進
み
ま
し
た
。

　

教
区
婦
人
会
は
、
４
月
か
ら
新
任
の
支
部
主

任
も
加
わ
り
、
実
務
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て

準
備
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
ご
参
加
下
さ
る

婦
人
会
員
に
喜
び
勇
ん
で
お
帰
り
頂
け
る
よ
う
、

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
会
場
」
を
合
言
葉
に
つ
と
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

感
話
を
お
つ
と
め
頂
い
た
８
人
の
会
員
も
、

こ
の
御
用
を
頂
け
た
こ
と
を
喜
び
に
一
生
懸
命

つ
と
め
て
下
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
や
苦
労
、

そ
し
て
お
た
す
け
体
験
な
ど
、
感
動
と
感
激
の

お
話
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
各
会
場
の
特
色
を
生
か
し
て
細
部

に
わ
た
っ
て
心
を
配
り
、
支
部
主
任
と
委
員
部

　

道
の
先
達
た
る
教
会
長
・
教
会
長
夫
人
が
、

自
信
と
誇
り
と
勇
み
を
も
っ
て
、
に
を
い
が

け
・
お
た
す
け
に
邁
進
で
き
る
よ
う
、
「
教
会

長
夫
妻
研
修
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

教
会
長
、
教
会
長
夫
人
は
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
上
、
必
ず
ご
受
講
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

10
月
30
日(

水
）
10
時
〜
15
時

　

会　

場　

岩
手
教
務
支
庁

　

内　

容　

講
話
、
質
疑
応
答
、
感
話

　

講　

師　

岩
井
喜
市
郎
先
生
（
櫻
井
大
・

　
　
　
　
　

士
別
分
教
会
長
）

　

対　

象　

教
会
長
及
び
教
会
長
夫
人

　

服　

装　

ハ
ッ
ピ
、
ネ
ク
タ
イ
（
女
性
は
そ

　
　
　
　
　

れ
に
準
ず
る
）

　

受
講
費　

千
円
（
夫
婦
で
受
講
は
２
人
で

　
　
　
　
　

千
500
円
）

　

申
込
み　

受
講
者
を
支
部
で
と
り
ま
と
め
て

　
　
　
　
　

10
月
10
日
ま
で

　

※
講
師
の
著
書
の
販
売
が
あ
り
ま
す

　 
 

岩
手
教
区
の
「
天
理
教
婦
人
会
創
立
110
周
年

会
員
決
起
の
集
い
」
は
、
９
月
１
日
の
教
務
支

庁
会
場
を
も
っ
て
、
全
４
会
場
が
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
開
催
を
重
ね
る
毎
に
参
加
人
数
が
増

え
、
教
務
支
庁
会
場
で
は
211
名
の
参
加
を
頂
き
、

総
数
は
４
会
場
で
595
名
に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
集
い
」
は
婦
人
会
の
行
事
で
あ
り
ま

す
が
、
教
区
や
各
部
各
会
の
行
事
に
最
優
先
し

て
、
日
程
を
組
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
会
場
は
、

各
支
部
長
先
生
が
交
通
の
便
や
駐
車
場
の
確
保

な
ど
、
種
々
考
慮
し
て
決
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置
や
操
作
、
記
録

婦 

人 

会

「
創
立
110
周
年
決
起
の
集
い
」
を
了
え
て

　
　
　

〜
４
会
場　

595
名
が
参
加
〜

 
 
 
 
 
 
 
 

　

婦
人
会
主
任　

加
藤
早
苗

長
の
明
る
く
勇
ん
だ
心
が
一
つ
に
な
り
、
そ
れ

が
参
加
者
に
も
伝
わ
っ
て
、
み
ん
な
笑
顔
で
お

帰
り
頂
け
た
こ
と
は
、
私
達
の
大
き
な
勇
み
と

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
区
長
先
生
は
じ
め
、
支
部
長
先
生
、
諸
先

生
方
、
ま
た
教
区
青
年
会
の
並
々
な
ら
ぬ
お
力

添
え
に
よ
っ
て
、
「
決
起
の
集
い
」
を
成
功
裏

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お

借
り
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
各
会
場
に
て
、
集
い
後
に
行
わ
れ
た
バ

ザ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
大
変
多
く

の
御
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
４
月
19
日
の
「
婦
人
会
創
立
110
周
年
記

念
総
会
」
に
向
け
て
、
こ
の
“
勇
み
”
を
日
常

の
活
動
に
つ
な
げ
、
な
お
一
層
張
り
切
っ
て
歩

ん
で
参
り
ま
す
。　
　

　

「
教
会
長
夫
妻
研
修
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
10
月
30
日
】

　

「
第
29
回
女
子
青
年
大
会
」
団
参

【
11
月
１
日
〜
４
日
】　

　　

来
る
11
月
３
日
（
日
）
、
第
29
回
女
子
青
年
大

会
が
お
ぢ
ば
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

教
区
婦
人
会
で
は
、
左
記
の
通
り
団
参
を
実

施
し
ま
す
。
を
や
の
声
を
聞
か
せ
て
頂
く
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
岩
手
に
住
ま
う
若
き
道
の

台
を
一
人
で
も
多
く
お
ぢ
ば
に
お
連
れ
致
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

な
お
、
お
楽
し
み
行
事
と
し
て｢

Ｂ
Ｂ
Ｑ
で

女
子
会｣

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
是
非
お
声
掛

け
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

 
 

期　

間　

11
月
１
日(

金
）
～
４
日
（
月
）

 
 

参
加
費　

２
万
千
円

 
 

宿　

泊　

名
京
詰
所

 
 

持
ち
物　

洗
面
具
、
お
泊
り
セ
ッ
ト
、
他

 
 

問
合
せ　

女
子
青
年
担
当
・
門
間
初
子
ま
で

　

※
途
中
参
加
、
現
地
参
加
も
可
能
で
す

学
生
担
当
委
員
会

「
道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

報
告　
　

　

教
区
学
生
会
（
髙
野
慎
司
委
員
長
）
で
は
、
去

る
９
月
16
日
、「
立
教
182
年
道
の
学
生
ひ
の
き
し

ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
実
施
、
４
名
（
学
生
会
員
３
名
、

担
当
者
１
名
）
が
参
加
し
た
。

　

10
時
に
集
合
し
て
参
拝
の
後
、
盛
岡
城
趾
公

園
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
公
園
よ
り
中
津
川

河
川
敷
を
歩

い
て
、
ゴ
ミ

拾
い
の
ひ
の

き
し
ん
に
汗

を
流
し
た
。

昼
食
後
、
教

務
支
庁
内
の

片
付
け
の
ひ

の
き
し
ん
を

つ
と
め
、
午

後
1
時
半
解

散
と
な
っ
た
。

　

新
任
教
会
長
紹
介

　

荒

澤

分

教

会

〔
小
南
部
大
・
二
戸
支
部
〕

 

　
　
　

羽

澤　

道

広

　

昭
和
52
年
８
月
29
日
生

　

前
任
者
羽
澤
憲
一
氏
の
辞
職
に
伴
い
、
６
代

会
長
と
し
て
お
許
し
を
戴
い
た
（
９
月
26
日
）
。

就
任
奉
告
祭
は
10
月
20
日
。


